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窓から見える山々は新緑の頃より、緑色に深みが増してきました。その緑色をよく見ると、若

草色あり、萌葱色あり、浅緑色あり、深緑色ありと様々です。色の見本帳には、緑色系だけで５

０色もありました。緑一色で括れない世界です。 

６月になり、遠足、運動会、修学旅行、リレー大会など、大きな行事を経験して、学級や学年

の子供たちも様々な色を出してきていることでしょう。 

また、４月に転入された先生方も、新たな学校で教育活動に邁進していることと思います。学

びの森でも、今年は、年５回の訪問がある２年目教員と、県・市講師で講師歴の無い方を対象に、

本年度の目標や訪問計画作りを中心とした事前懇談を行いました。  

 その中で、次のようなことが話題になりました。 

「学級担任の仕事は、同時進行で進めなければならないことが山ほどあるので、面食らうこと

が多いし、主任さんの学級を手本にしようとすると、すでに三歩も四歩も先を行っていて、焦り

を感じています。」と。焦ってしまう気持ち、よく分かります。でも、ここで、自分の目標を見

失って、指導の形を揃えることにエネルギーを使い果たさないでほしいと思います。   

昨年の４月の教育新聞に、倉沢均前香川県教育センター所長のコラムが掲載されました。それ

は宿泊学習の記録のビデオに映っている場面について書かれているものでした。 

木漏れ日の中、山を登る子どもたち。少し開けた場所でクラスごとに並ぶ様子が映っています。

「よいしょっ」と腰を下ろす子どもたちは、少しざわついています。その時です。「小鳥の声が

聞こえますか？」ある先生が静かに言いました。子どもたちは耳を澄ませました。それは、静か

にさせるための一言でした。倉沢さんは、その後の似たような場面でこの言葉を使って指導する

ことが何度かあったそうです。ところが、どうもしっくりこない。ビデオのように子どもたちに

届かないのです。もちろん、子供の実態やその場の状況、子どもと教師との関係も異なるのだか

ら当然です。ただ、当時の自分には、スキルやノウハウといった知識を獲得して、それを使えば

よいという考えがあったと思い返しています。 

今、思うことは、若い先生方には、大いに知識や技術を学んでほしい。しかし、大事にしてほ

しいのは、極めて具体的、実践的な現場での経験を通してプロの技術の奥にある「優れた心得（魂、

ハート、スピリッツのようなもの）」をつかんでほしいと願うのです。と述べられています。 

さらに、『そのためには、「記録に残す」習慣を身に付けてほしい。日々の反省点を明確な文章

にして、深く自分の課題を見つめる。特に、失敗した時は、最高の学びの機会である。謙虚な心

の姿勢を持ち続け、ひたむきに続けること。時間は要するが、心得をつかむための優れて確実な

方法だと思っている。』と具体的に示されていました。 

６月は、先生方や子供たちにとって、一学期の学びの充実期であります。 

焦らず、目標を見失わずに、日々の実践を続けていってほしいと思います。 
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